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新新ぺリア方式について 2016.5.16

不特定多数の参加者が集まるゴルフコンペに良く使われるハンディキャップの決め方に「新新
ぺリア方式」があります。初参加、参加回数が少ない人でもある程度公平にＨ／Ｃが設定でき
ますので皆さん優勝できる確率が高くなります。　＊「ぺリア方式は運不運の影響の確率が大
」「新ペリア方式は実力が上位に行く確率が大」の仕組みです。

「新新ぺリア方式」は従来のぺリア方式（隠しホール数６ホール）、新ぺリア（ダブルぺリア）方
式（隠しホール数１２ホール）に対して、新新ぺリア方式の隠しホール数は９ホールになります
。

新新ぺリア方式のハンディキャップ算出方法の基準になる９ホールのパープレーでのスコアー
が ３６になるよう隠しホールを決めます ☞ ゴルフ倶楽部が決め計算します。

ショートホール：パー３×２ホール＝６ ＯＵＴ／ＩＮから各１ホール

ロングホール：パー５×２ホール＝１０ ＯＵＴ／ＩＮから各１ホール

ミドルホール：パー４×５ホール＝２０ ＯＵＴ／ＩＮから２：３か３：２

   これで９ホールパーの合計が３６になります。

この隠しホールに設定された９ホールの打数（スコア）を合計し、そのスコアに×２倍（１８ホー
ル分になる）をしてそこからパーの合計分（７２）を引き残った数字（パープレーに対してのオー
バー打数）の８０％が新新ぺリア方式のハンディキャップとなるのです。

数字で表してみます。

あなたの隠しホール（９ホール）の合計スコアが５０の場合

まず１８ホール分に換算する為２倍にします。

５０×２倍＝１００となります。

次にパープレー打数（基準打数）７２を引きます。

１００－７２＝２８

２８　が基準打数（パープレー打数）に対するオーバー分です。

オーバー打数の８０％がハンディキャップとなりますので

２８×０,８＝２２．４となり、新新ぺリア方式で算出された                                                     
あなたのハンディキャップは ２２,４ となります。

ゴルフコンペの楽しさは上手な人が必ず勝つのではなく、叩いたホールがたまたま隠しホール
にはまってたくさんのハンディｷｬｯﾌﾟに恵まれて優勝！と運に左右される部分もあるから表彰
式が盛り上がるのだと思います。

「新新ぺリア方式」とは９ホールのオーバー打数を１８ホール分に換算し、オーバー打数の８割
をハンディｷｬｯﾌﾟとして計算する方式です。この方式は「運＋実力」を加味した 新しい  Ｈ／Ｃ
決定方式です。

＊今年度一年間はこの競技方式で運営したいと思いますのでご理解をお願い致します。

6月９日　基準の見直し内容 ２０１６．５．１６
＊隠しホールのカット部分、今迄の「ＰＡＲ×２倍」を変更し　「無制限×２倍」に変更します。
＊ＨＤＣＰの上限は今まで最大３６でしたが変更し　「無制限」に変更します。
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新新ぺリア方式とは

パーの合計が３６になるように、アウトとインから９ホールを選びます。その９ホー
ルの実打数を合計して、下記の計算方法でハンディキャップを算出します。

■計算方法

（９ホールの合計×２）－７２×８割＝ＨＤＣＰ

その他の計算方法にはペリア方式、新ペリア方式があります。その特徴は

　・　ぺリア方式は　☞　運、不運の差が大きい。（∑（６）×３－７２）×０．８

　・　新ぺリア方式は　☞ 実力のある人が上位になる確率が高い。
（∑（１２）×１．５－７２）×０．８

新新ペリア方式は

パーの合計が３６になるように、アウトとインから９ホールを選びます。その９ホー
ルの実打数を合計して、下記の早見表でハンディキャップを算出します。

隠しホールは合計９個で ＯＵＴ／ＩＮ＝ショート、ロング各２で小計４ホール
ＯＵＴ／ＩＮ＝ミドル２：３又は３：２で小計５ホール

■計算方法
（９ホールの合計×２）－７２×０．８＝ＨＤＣＰ

新新ペリア方式・ハンディ早見表（隠しホールの合計が）
実打数 ＨＤＣＰ 実打数 ＨＤＣＰ 実打数 ＨＤＣＰ 実打数 ＨＤＣＰ

35 -1.6 41 8.0 47 17.6 53 27.2
36 0.0 42 9.6 48 19.2 54 28.8
37 1.6 43 11.2 49 20.8 55 30.4
38 3.2 44 12.8 50 22.4 56 32.0
39 4.8 45 14.4 51 24.0 57 33.6
40 6.4 46 16.0 52 25.6 58 35.2

その他のルールの見直し ２０１６．４．１５

１．隠しホールの上限は　一般的には「ＰＡＲ」×２倍づすが
　　第４２回大会では「無限数」×２倍で計算します。

２．ＨＤＣＰの上限は　一般的には「３６」ですが
　　第４２回大会では上限を「無制限」とする。

３．同ＮＥＴの場合の　一般的には「Ｈ／Ｃ」の少ない人が優先ですが
　　第４２回大会からは生年月日とする。


